
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 2023年８月10日

【四半期会計期間】 第33期第１四半期(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

【会社名】 クラスターテクノロジー株式会社

【英訳名】 ＣＬＵＳＴＥＲ  ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ  ＣＯ．，ＬＴＤ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長   安達 良紀

【本店の所在の場所】 大阪府東大阪市渋川町四丁目５番28号

【電話番号】 06-6726-2711

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長 駒井　幸三

【最寄りの連絡場所】 大阪府東大阪市渋川町四丁目５番28号

【電話番号】 06-6726-2711

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長 駒井　幸三

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

 

EDINET提出書類

クラスターテクノロジー株式会社(E02483)

四半期報告書

 1/15



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第32期

第１四半期累計期間
第33期

第１四半期累計期間
第32期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 (千円) 209,456 216,842 925,047

経常利益 (千円) 5,449 24,694 74,769

四半期（当期）純利益 (千円) 2,530 16,706 59,289

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,240,721 1,240,721 1,240,721

発行済株式総数 (株) 5,692,800 5,692,800 5,692,800

純資産額 (千円) 1,436,938 1,510,404 1,493,697

総資産額 (千円) 1,584,883 1,646,123 1,705,344

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 0.44 2.93 10.42

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 90.7 91.8 87.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間における世界経済は、地政学的分断状態の継続や米国の金融システム不安のくすぶり、中

国景気の弱い回復力など景気後退懸念が続いております。

わが国製造業においては、需要回復に伴う人手不足はあるものの、底堅い設備投資需要や人材確保のための賃上

げの動きの広がり、原料高の影響が一巡する兆しなど業況の改善は続いていると思われます。

このような状況下、当社は、「2024年３月期の売上10億円超の達成」を目標として、事業方針「高精度・高機能

に特化した樹脂製品の提供」及び「対処すべき課題」の具体的施策として、①「新規開拓に向けた営業力の強

化」、②「環境への対応と未来への商品開発」、③「生産力の強化と人材育成」を推進しております。

世界的な環境意識の加速に対応するため、前期より②を「顧客提案力の向上と未来への商品開発」から「環境へ

の対応と未来への商品開発」へと変更いたしました。地球環境や環境政策なども視野に入れた商品開発を進めると

ともに、バイオマスプラスチック複合材料「PasCom」については、引き続きビジネス探索を行い、売上拡大へ向け

て改良、応用製品への展開を進めてまいります。

ナノ／マイクロ・テクノロジー関連事業については、映像機器分野及び産業機器分野の新機種等の売上高増加が

寄与したものの、前期の第４四半期以降の売上高の伸び悩みの傾向や既存金型の大幅減少が響き、売上高は前年同

期比で微減となりました。

映像機器分野は、デジタルカメラ市場において、レンズ交換式タイプは、回復傾向を強めており、当社において

も、ミラーレス機種や人気機種の好調に支えられ、前年同期比で増加いたしました。

ＯＡ機器分野は、主力顧客の増産体制が整いましたが、前年同期に売上計上した金型の売上が当第１四半期累計

期間にはなかったことから前年同期比で大幅に減少いたしました。

産業機器分野は、一部顧客の在庫調整等の影響を受けましたが、新機種等の売上高増加もあり、前年同期比で増

加いたしました。

レジャー分野は、引き続き海外のアウトドア需要が堅調ですが、当社取扱い機種の売上高の伸び悩みがあり、前

年同期比で微減となりました。

高耐熱性・高熱伝導性・低温硬化などの固形封止材「エポクラスター®クーリエ」をはじめとする固形封止材につ

きましては、一部顧客への納品は継続しているものの、引き続き半導体デバイスメーカーや産業機器メーカー等へ

サンプル供給しながら用途展開及び顧客拡大を推進しております。

パルスインジェクター®（以下、ＰＩＪという）は、Ｗｅｂ会議の活用や顧客訪問により、大学研究室及び各企業

の研究・開発部門へ積極的にアプローチをしております。引き続き、研究開発を支えるツールとして多分野への展

開を推進いたします。

マクロ・テクノロジー関連事業については、一部顧客の製品更新需要と重なり、樹脂成形品、樹脂成形材料とも

に売上高は好調に推移した結果、前年同期比で大幅に増加いたしました。

一方、「新規開拓に向けた営業力の強化」については、顧客訪問件数は進捗状況の共有化、見える化により、前

期より大幅に増加しております。自社活動と商社連携活動の両輪により、顧客との直接対話を増やしながら、積極

的な受注活動を行ってまいります。

 
利益面においては、販売費及び一般管理費は増加したものの、原材料価格や電気料金等の上昇は落ち着き、製造

経費が抑えられたことに加え、マクロ・テクノロジー関連事業の生産増加により営業利益、経常利益、四半期純利

益とも大幅に改善しました。一方前期実施しました設備投資や自動化への投資について、一部設備は生産効率に寄

与し始めたものの、未だ充分なコスト削減効果が得られていない設備もあり早急に対応してまいります。

なお、原材料価格は段階的に値上げが予定されているものもあり、継続して動向に注視してまいります。
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以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は216百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益は23百万円（前年同

期比376.1％増）、経常利益は24百万円（前年同期比353.2％増）、四半期純利益は16百万円（前年同期比560.1％

増）となりました。

 
当第１四半期累計期間セグメントの業績は次のとおりであります。

 
①ナノ／マイクロ・テクノロジー関連事業

ナノ／マイクロ・テクノロジー関連事業につきましては、機能性樹脂複合材料及び機能性精密成形品並びにＰＩ

Ｊ関連製品の当第１四半期累計期間の売上高は164百万円（前年同期比3.3%減）、セグメント利益は87百万円（前年

同期比21.2%増）となりました。
 

②マクロ・テクノロジー関連事業

マクロ・テクノロジー関連事業につきましては、機能性樹脂複合材料、樹脂成形碍子及び金型・部品の当第１四

半期累計期間の売上高は52百万円（前年同期比33.4%増）、セグメント利益は19百万円（前年同期比84.4%増）とな

りました。
 

③その他事業

その他の事業につきましては、医療薬品容器の異物検査事業などにより、当第１四半期累計期間の売上高は０百

万円（前年同期比27.5%増）、セグメント損失は０百万円（前年同期はセグメント利益０百万円）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

（資産）

当第１四半期末日における資産は、2023年３月期末より59百万円減少し、1,646百万円となりました。

これは、主に現金及び預金の減少42百万円によるものです。
 

（負債）

負債は、2023年３月期末より75百万円減少し、135百万円となりました。

これは、主に流動負債のその他に含まれる未払金の減少79百万円によるものです。
 

（純資産）

純資産は、2023年３月期末より16百万円増加し、1,510百万円となりました。

これは、四半期純利益16百万円の計上によるものです。

 
　また、自己資本比率は、2023年３月期末に比して4.2ポイント増加して91.8％となりました。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は13百万円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 主要な設備

当第１四半期累計期間において重要な設備の取得、除却、売却などはありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 5,692,800 5,692,800
東京証券取引所
グロース市場

単元株式数100株

計 5,692,800 5,692,800 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年４月１日～
2023年６月30日

― 5,692,800 ― 1,240,721 ― 5,927
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

 
(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2023年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

2023年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 200

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,691,300
 

 

56,913 ―

単元未満株式 普通株式 1,300
 

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,692,800 ― ―

総株主の議決権 ― 56,913 ―
 

　（注）1. 当社は、権利内容に何ら限定のない標準的な株式のみを発行しております。

 2. 「単元未満株式」の株式数の欄には、当社所有の自己株式８株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

クラスターテクノロジー株式会社
大阪府東大阪市渋川町

４丁目５番28号
200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2023年４月１日から2023年６月

30日まで)及び第１四半期累計期間(2023年４月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、清友監

査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 875,781 833,030

  受取手形及び売掛金 152,799 129,282

  商品及び製品 24,008 41,729

  仕掛品 47,625 52,062

  原材料及び貯蔵品 50,087 50,794

  その他 4,849 3,533

  流動資産合計 1,155,151 1,110,433

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 173,889 171,144

   土地 160,500 160,500

   その他（純額） 186,424 179,119

   有形固定資産合計 520,813 510,763

  無形固定資産 5,729 7,787

  投資その他の資産 23,649 17,139

  固定資産合計 550,192 535,690

 資産合計 1,705,344 1,646,123

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 33,388 35,188

  未払法人税等 8,122 3,938

  賞与引当金 30,538 15,805

  その他 126,215 67,993

  流動負債合計 198,265 122,925

 固定負債   

  長期未払金 3,972 3,972

  リース債務 9,410 8,821

  固定負債合計 13,382 12,793

 負債合計 211,647 135,718

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,240,721 1,240,721

  資本剰余金 5,927 5,927

  利益剰余金 247,175 263,882

  自己株式 △126 △126

  株主資本合計 1,493,697 1,510,404

 純資産合計 1,493,697 1,510,404

負債純資産合計 1,705,344 1,646,123
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 209,456 216,842

売上原価 126,383 109,484

売上総利益 83,073 107,357

販売費及び一般管理費 78,055 83,465

営業利益 5,017 23,891

営業外収益   

 受取利息 146 139

 売電収入 497 416

 その他 36 473

 営業外収益合計 680 1,028

営業外費用   

 支払利息 74 62

 売電原価 174 163

 営業外費用合計 249 225

経常利益 5,449 24,694

税引前四半期純利益 5,449 24,694

法人税、住民税及び事業税 958 1,487

法人税等調整額 1,959 6,499

法人税等合計 2,918 7,987

四半期純利益 2,530 16,706
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
 前第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年６月30日)

当第１四半期累計期間
 (自 2023年４月１日
 　至 2023年６月30日)

減価償却費 8,964千円 14,993千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自　2022年４月１日 至　2022年６月30日)

１．配当金支払額

 該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

 該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自　2023年４月１日 至　2023年６月30日)

１．配当金支払額

 該当事項はありません。

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他事業
 

(注)１
合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

ナノ／
マイクロ・
テクノロ
ジー事業

マクロ・
テクノロ
ジー事業

計

売上高        

樹脂 249 18,740 18,989 ― 18,989 ― 18,989

成形品 133,757 19,888 153,646 ― 153,646 ― 153,646

金型 33,248 ― 33,248 ― 33,248 ― 33,248

その他 3,051 427 3,478 92 3,571 ― 3,571

外部顧客への売上高 170,306 39,056 209,363 92 209,456 ― 209,456

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 170,306 39,056 209,363 92 209,456 ― 209,456

セグメント利益 72,280 10,743 83,024 49 83,073 ― 83,073
 

(注) １.「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療薬品容器の異物検査事

業などを含んでおります。

２. セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

その他事業
 

(注)１
合計 調整額

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

ナノ／
マイクロ・
テクノロ
ジー事業

マクロ・
テクノロ
ジー事業

計

売上高        

樹脂 1,471 26,022 27,494 ― 27,494  27,494

成形品 150,499 25,044 175,544 ― 175,544  175,544

金型 10,332 755 11,087 ― 11,087  11,087

その他 2,335 263 2,598 118 2,716  2,716

外部顧客への売上高 164,638 52,085 216,723 118 216,842 ― 216,842

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 164,638 52,085 216,723 118 216,842 ― 216,842

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

87,594 19,812 107,407 △49 107,357 ― 107,357
 

(注) １.「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療薬品容器の異物検査事

業などを含んでおります。

２. セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年６月30日)

１株当たり四半期純利益 0円44銭 2円93銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益(千円) 2,530 16,706

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 2,530 16,706

普通株式の期中平均株式数(株) 5,692,592 5,692,592
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年８月10日

クラスターテクノロジー株式会社

取　締　役　会 御中

 

 清友監査法人
 　　京都事務所

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 和　　田       　　司  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 川　　崎　　　覚　　史  

 

 

監査人の結論
 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクラスター

テクノロジー株式会社の2023年４月1日から2024年３月31日までの第33期事業年度の第１四半期会計期間（2023年４

月１日から2023年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、クラスターテクノロジー株式会社の2023年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠
 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお

り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を

入手したと判断している。

 
四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
 

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から

四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性

が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

EDINET提出書類

クラスターテクノロジー株式会社(E02483)

四半期報告書

14/15



ビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財

務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、 及び阻害要因を除去するための対応策を講じてい

る場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について

報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

    ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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